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成周王朝と「賓」(1)
――西周青銅器銘文に現れた「賓」について一―
国際文化論教室 旦重
はじめに
西周時代初めの西周金文に,告捷献馘の礼を記るすものとして,両周が康王時代の作とする有名
な小孟鼎銘がある(1ちその所に,「工Jと共に, この儀礼の重要な参加者として「邦賓」の語が見え
ている。この西周金文における「賓」の用例は,この他にも,賓礼をもって待遇された一群の例が
種々に見られる。この「賓」については,成周王朝の後,秦・漢王朝成立後の皇帝支配下において
も,単なる君臣関係のわく外に,それとは異なる「賓」(客)の存在が云われている。ちそこで本稿
では,先秦王朝の西周工朝における,この西周青銅器銘文に見える「賓」の用例を集めて整理し,
それを中心に,その意味・性格について考えてみたい。
l―l,呼[賓」の場合
この小孟鼎銘 (両周録一九オ)について,王国維は「此鼎輿大孟鼎,同出陳西眉【縣潜車F,…緒
寇之乱,器亦亡供,拓本伝世甚稀」と述べているが0,すでに原器の所在も不明で,一本め拓本の複
印が残されているのみである。そして郭沫若が「此文所紀,於古史古礼,極関重要,惜残洵過甚,
苦難属讀,而器亦不知去向,惟細実全文,乃孟受王命攻克鬼方,帰告成子周廟而受慶賞之事」と述
べているように“
),周初の献捷の礼を示す貴重な資料であるが,残油がはなはだ多いのは残念である。
今,詳しく考釈する断代,通釈等の解釈を中心に,諸氏の説に依りながら,見てみたい。
小孟鼎銘によると,冒頭に「佳八月既望,辰在甲申,昧喪,三左三右多君,入】艮酒,明,王格周
廟…… (不明)賓征,邦賓lla其旅服,東智」(「惟れ八月の既望,辰は甲申に在り,昧爽,三左三右
多君,入りて月艮酒す,明,王,周廟に格る,・……(不明)賓,侍す,邦賓,其の旅月隧を
'葬
き,東智
す」)とある。「味爽」,「明」は早朝の時間を示すが,これから「周廟」で行なわれる鬼方を伐った
献捷の礼に,「王」と共に「邦賓Jが侍している。
その前にある「三左三右多君Jは,「三左三右」については,韓華は重臣の意に解し,両周は『礼
記』曲礼の天官・六大に当たるとする。断代は,『周書』顧命に云う,東方,西方諸侯を率いる大保
等の六人に当たるとし,通釈は,工廷の重臣と解する⑤。「多君」は,韓華は衆諸侯とし,断代は邦
君諸侯,通釈は,多邦君として,おそらく征役に関係有るものが参集したのであろうと解する°ち又,
「入服酒」は,銘中に三見し,儀節ごとにこの礼がある。
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又,「徹」の意味については,両周は虚詞の誕字と解し,下属して読み,積微居は,「径」は侍の
義として,上の「賓」の上に邦の字を考えている。断代は「征」を延と釈して「賓延邦賓」を断旬
とし,「償者延引邦賓 (多君),東向」と解し,又,通釈は金文に「賓」を慣者即ち右者の意に用い
る例はないとして,積微居と同じに解する0。 又,け呂賓隣其旅服」の意味については,断代は「放
置邦賓的行旅之月艮而衣朝服」とする。通釈は断代の説のように,王が入御しているのに, ここに及
んで行李を改めることもないはずとして,「邦賓」がその「旅服」を隻献する儀礼とし,「旅」を旅
器で,「服」を礼器礼物の類を云うと解する。ち又,その原意は自己の宗廟。社覆の霊を以て君工に
服事すること,更に直接的にはその霊を捧げて君工の霊威を加えるという意味をもつのであろうと
している0。 元来,「賓」の用例は,成周王朝の前の殷代の甲骨文には,祖霊,祖先神を迎えるの意
味で多く出て来る力部1の,「邦賓」の名称もこれと関係があるように思える。いずれにしても,この銘
では,「邦賓Jがなんらかの儀礼を行ない,その位について「東智」(東面)したことになる。その
場所は,後銘に云う「大廷」であろう。この「邦賓」は,後に述べるように,諸氏はほぼ一致して
邦君諸侯の義に解している。
この後,直ちに「孟」が,攻伐した「鬼方」の虜合を率いて入場し,告捷,そして献馘の礼が「大
庭Jで行なわれ,「西旅」に「馘」が献置される礼が記されている。そして,その後,「(孟)・……(不
明)入三門,B口位中廷,北姥卜,孟告,・……孟以諸侯侯旬…… (不明),賓B「位,嵩賓,王呼嵩,……
進賓…… (不明)」 (「(孟が)……・(不明)三門に入り,位に中廷に即き,北智す,孟告ぐ,……孟,
諸侯の侯。旬……を以いて(不明),賓,位に即 く,賓に嵩す,王,呼びて儲す,……賓を進めて……
(不明)J)とあるむ
ここでは,「中廷」における廟告の礼が記されている。ここの「賓」は,断代は「邦賓」の略と解
する。通釈は,「邦賓」とは別で,畠礼は賓客に対する礼であり,「孟」が「中廷」に「北智」 ljIヒ面)
して馘律を廟告し,「孟」が攻伐に従った「諸侯Jの「侯・旬」等を率いて,同じく廟告の儀が行な
われ,夏に「孟」が諸賓を参入させて廟に謁する儀礼が行なわれたのであろうとし,しかし,鋏文
多くして文意を明らかにしがたいとしている。又,この「嵩」の字は,圭瑣を以て課する礼を示し
たものであるらしく,それは賓客に対する礼と解している(11ち
次に,今回の告捷献馘の礼の一環として行なわれる廟祭が記され,「工」の助祭者として,やはり
「邦賓」がそこに侍している。即ち「大条,三回入月叉酒,王格廟,祝征…… (不明)邦賓,不鼻 ,
…… (不明),用牲菅周王・園臣 。成工,…… (不明)王鼻,鼻遂鼻□邦賓」(「大条,三□,入りて
服酒す,王,廟に格る,祝,侍して…… (不明)邦賓には鼻せず,……。(不朝)牲を用て,周王・
武王・成工をi帝す,…… (不明)工鼻す,鼻して遂に国の邦賓に鼻す」)とある。「大条」は,先の
「昧爽」,「明」と同じく時刻を示す。ここに,「王」によって,先工の桁〒Eが行なわれ, この時,神
との仲立ちをする「祝」官が侍しているのは,祖先神の祭祀に関係するものであろう。ここで「邦
賓」は,「王」が「文王・武王・成工」を補祀するのに,助祭したものと思える。なお,断代,通釈
は,「邦賓」の上に「王」の字を読んで,「王の邦賓」と釈している(121。又,「鼻」は「嵩Jとは別字
であり,礼が違っているようである。通釈に,字はおそらく爵形の器を奉持する象であろうとし,
昌・鼻イよ課享の礼を云うとみられるとしている(1°。
そして,銘文はこの後,「寧若翌日乙酉,三事大夫入服酒,王格廟,嵩,王邦賓径,王令賞孟……
(不明)弓―・矢百,……」(「ここにその翌日乙酉,三事大夫、入りて服酒す,王,廟に格 り,島
す,工の邦賓侍す,王,命じて,孟に…… (不明)弓―・矢百……を賞せしむ」)とあり,その「翌
日Jのこととして,今回の,この告捷献馘の礼の終りに,「廟Jで「孟」に対する「弓矢」等の武器
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類の大賞の礼が行なわれている。この賞賜の礼に,「工」,「三事大夫」と共に,「邦賓」も参列して
いる。この場合は,「王の邦賓」とある。この「邦賓」に対する「三事大夫」について,断代,通釈
は共に,「三事大夫」は邦君諸侯と対文をなし,外朝の諸侯に対し,内朝の職事にある大夫を云うと
している(10。又,断代に毛公鼎銘の「参有司」と同じとする(1動。この「三事大夫」は,後期金文の
毛公鼎銘 (両周録一三一オ～又一三一オ)に云う「参有嗣」と呼ばれた嗣土,嗣馬,嗣工のことで,
主として内服の王畿内に関することを任務とするものであり, ときに諸侯や重臣に対する恩賞授与
に立会いそれを記録すると云われる(16ち「三事大夫」等,この内服 (臣)に対する外服 (臣)の邦君
諸侯の領域が,「四方の旬有」と云う場合の,王朝成立の対象となる,主に 四｀方″ (「高邦」)領域
にあたるものである(17ち又,ここの読みについて,断代は,「｀工格廟,贅王邦賓,征〃,讀為贅王之
邦賓興邦正」と解するのに対し,通釈は,陳氏が鼻を質と釈しているが,邦賓邦正を邦賓征という
はずはないとし,断代が征と釈している字は,両周,積微居の釈文と同じく,征と解している(19。
以上のように,「大廷Jにおける告捷献馘の礼,「中廷」における廟告の礼,そして廟斤E,賞賜の
礼に現われる「邦賓」 (「王邦賓」),「賓」について, この「邦賓」は,綴遺は,「邦賓蓋言列邦諸侯,
大宗伯以賓礼,親邦国,諸侯来朝,天子以礼賓之也」として列邦諸侯とし,断代は,「邦賓」は銘文
はじめに見える「多君」として,「邦君諸侯」,「戎族的諸長」と解する。そして,同じく『周礼』大
宗伯と『周書』顧命を引いて「周礼大宗伯 以｀賓礼親邦国″,顧命東西方諸侯入応門後, 賓｀称奉圭
兼幣,日一二臣衛敢執壊箕″,凡此之賓管諸侯」として,諸侯を「賓Jと解している。又,通釈は,
「邦賓たる諸侯」と読んで,やはり諸侯に解釈している(19ちヤゝずれにしても,従来の解釈では,「邦
賓」を邦君諸侯とする点では,諸氏はほぼ一致しているようである。け[賓」と「賓」が使い分けさ
れているかは,銘文に不明な点が多くて分からないが,「賓Jについては,特定の人物の解釈は与え
られていないようである。
この邦君と云われる「邦賓Jについて見ると,銘文のはじめにある,「大庭」における献捷の礼が
行なわれた時,「東智」(東面)してその「位」に即いていた。これについて,断代に,「王格周廟,
邦賓東向,則王在廂之東廂或東序,此西旅営在廟之西廂或西序之前,群臣所立」,「孟在周廟南門内
的大庭中,献馘子西旅,邦賓皆東智,則王営立子東廂或東序」と解している。O。 即ち,「邦賓」が「東
面Jし,それに対し,王が東側に,東廂或は東序に立つとしている。
この時,「邦賓」に対し,「王Jが「西面」していたのか,「南面」していたのか,その 位｀″につ
いて銘文に記されていないので分からないが,「邦賓」が「東面」していたことは確かである。これ
について,西周金文に見える「王Jと「臣下」の面位の現れ方を見ると,西周中期以降に多く見え
る,「王」が「臣下Jに官職を任命する代表的な君臣間の式次第を記す冊命形式金文に,それが多く
記されている。それによると,嘗て見たように。1上 又後述するように,「中廷」において,「王」は
廟の堂上で「大室Jに位に即いて「南面」し,冊命を受ける臣下は,堂下の「中廷」に位に即いて
「北面」するのが常であったようである。又,周初の宜侯矢段銘では9分,出土時に原器が破倅して
読みにくい所もあるが,そこに「王」が虔侯夫を宜の地に封建する時,「王□子宜医雁,南智,王令
虔侯矢日,(云々)J(「王,宜の医胆に団ちて,南轡す,工,虔侯矢に命じて曰く,(云々)」)とあり,
「王Jは宜の地の「宗社」に立ちて「南智」(南面)し,冊命を受ける虔侯矢はそれに対し,町ヒ面」
していたものと思える。小孟鼎銘の「邦賓」の「東面」の場合は分からないが,冊命形式金文の場
合は,廟の堂上の祖先神を背景として「王」は「南面」したと思え,又,宜侯封建の時も,「王」は
「宜Jの地の社の神を背景として「南面」していたものと思える。廟での冊命や,宜社での冊命式
に見えるこの「南面」,「北面」には,そのような神々の権威が,その背景に働らいていたように思
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える。この小孟鼎銘の場合も,後の「中廷」において廟告の礼が行なわれる時,「孟」が「中廷」の
位に即いて,廟神に対し町ヒ面」している。通釈に,「大廷」には東。西の両廂があり,参列者は「東
面」,「西面」して列するが,「中廷」では「北面」する。「王」は「大室」の前で「南面」し,「孟」
は「中廷」に「北面」して馘停を神に告げるのであると解している90。この銘文で「邦賓」が,「大
廷」で「東面」していたのとはこれとは異なっている・ 0。
この「邦賓」の「邦」について,西周金文の「邦」の分類については,別稿に述べるが,「工」自
身が君となる「周邦」(最伯戎段銘・両周録二五オ,史培盤銘99,大克鼎銘。両周録二〇オ～二一オ,
師詢段銘・両周録一三ニオ)や,「周邦」から見て「他邦」(郁伯段銘・両周録一三七ウ～又一三七
オ),「邦家君」(班B受銘。両周録九オ),「高邦」(史培盤銘,蓋方尊銘90),り焉君属」(五祀衛鼎銘(27り,
又,東夷 。南夷等の蛮方を云う「十有二邦」(宗周鐘銘 。両周録二五オ),呼焉省」(師簑設銘・両周
録一二五ウ～一三七オ),「小大邦」(駒父径蓋銘99)などの,多くの云い方がある。
又,この「邦賓」の解釈として,先の綴遺,断代等が引用する『周礼』大宗伯の賓礼を見てみる
と,「以賓礼親邦国,春見日朝,夏見曰宗,秋見日凱,冬見曰遇,時見日曾,殷見日同,時聘日問,
殷ヴ硯国視,(云々)J(「賓礼を以て邦国に親しむ,春見を朝と日う,夏見を宗と日う,秋見を現と日
う,冬見を遇と日う,時見を曾と日う,殷見を同と日う,時聘を問と日い,殷ヴ開を硯と日う,(云々 )」)
とあり,「賓礼」を以て「邦国」に「親」しむとあり,その後に,「王」に対する種々の「見」の礼
があげられている。買疏に「此経文皆云見,是下於上稀見,故云諸侯見工為文也,秋官大行人云,
春朝諸侯之等,皆云朝凱諸侯,是王下見諸侯為文」と云う。ここに引く大行人には「大行人,掌大
賓之礼及大客之儀,以親諸侯,春朝諸侯而固天下之事,秋凱以比邦国之功,……上公 (筆者注 ;諸
侯の上位者)之礼,……其朝位,賓主之間九十歩,……憤者五人,廟中将幣三享,王礼再市呆而酢,
(云々 )」 (「大行人,大賓の礼及び大客の儀を掌り,以て諸侯に親しむ,春は諸侯を朝して天下の事
を固り,秋は凱して以て邦国の功を比し,……,上公の礼は,其の朝位は,賓主の間九十歩,……憤
者五人,……廟中に幣を将なって三享す,工の礼は再i果して酢す,(云々)」)とあり,大宗伯と同じ
く,「諸侯」に「親」しむ方法として,先の「朝」,「凱」など,八つの賓礼が挙げてある。又,これ
らによれば,大宗伯の「以賓礼親邦国」の 呼焉国」は邦国諸侯を指すことになる。又,この「大賓」
は,鄭注に「要服以内諸侯」,「大客Jは「謂其孤卵μ」と解し,買疏に「要服」以外は「小賓」とす
る。いずれにしても, これらは,王側から邦国諸侯を「親」しく「賓」としてとらえた云い方であ
る。
この外,小行人にも「小武＼,掌邦国賓客之礼籍,以待四方之使者,……賓客之礼,朝現・宗遇・
曾同,君之礼也,(云々)」 (「小行人,邦国の賓客の礼籍を掌り,以て四方の使者を待つ,……賓客
の礼,朝凱・宗遇・曾同は君の礼なり,(云々)」)とあり,先の「朝,現」等の賓礼を邦君の礼とし,
又司儀にも,同様のことが記されている。
賓礼として,この大宗伯に見える邦君諸侯が「王」に「見」する礼は,西周金文に云う,「屋:侯旨,
初見事〒]宗周」 (「屋侯旨,初めて宗周に見事す」)(屋侯旨鼎・両周録二六六オ)や「寧若二月,侯
見干;宗周亡尤」 (「ここに二月,侯,宗周に見するに,尤亡し」)(委尊銘 。両周録二〇ウ)等の「見
(事)」 の礼に類するものであろう。この「見 (事)」 について,区侯旨鼎銘の難華に「初燕侯朝周
之事Jと釈し,赤塚忠氏は「見事」を「凱 (見)事」と解する。又,通釈も朝見,凱礼の義に解し
ている9働。これについて,金文のそこには,その朝見の詳しい儀式次第は記されていない。ただ,
報告者が西周初とするも00,おそらく段末金文と思える乙卯尊銘に,「乙卯,子見在大室,白□―,
綱瑕九,(云々)J(「乙卯,子,見して大室に在り,白□―,綱残九,(云々)」)とある。李学勤氏は,
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「見」を朝見の義として,「子」が「大室」にあって商工に朝見したと解し,これを賓礼に属すると
する。そして,周の朝見の儀礼として,『周礼』大行人等を引き,先の大行人の「廟中将幣三享,王
礼再課而酢」を引いている。又,王慎行氏等は,この「見」を,「子」が先王享祀において,「大室」
にて祭品を進献した義にとる°1ち この殷金文の「見 (事)」 の用例には,部鼎銘に「乙亥,部,見事
子彰」 (「乙亥,部,彰に見事す」)の一例があり,この「見事」は,先の周初金文の屋侯旨鼎銘の「見
事干]宗周」と同例である。赤塚氏は, この「見」も凱の意に解し,事は仕える,奉仕する意とする。
つまり,凱事は朝凱することと解釈している。り。乙卯尊銘は周代のことでなく殷末のことなので,
あまり参考にならないかもしれないが,「大室」上,即ち堂上で,この「見」の儀礼が行なわれてい
ることは注目してよいように思える。又,賓礼に当たる,「諸侯」が「王」に朝する儀式次第を記し
た『儀礼』凱礼においても,「憤者謁,侯氏坐取圭,升致命,王受之玉,侯氏降,(云々)」 (「憤者謁
ぐ,侯氏坐して圭を取り,升りて命を致す,王,之が玉を受く,侯氏降り,(云々)」)とあり,やは
り両者堂上で見事の礼が行なわれたとされている。又, この時,「王」の諸侯に対する辞には「伯父
無事,帰寧乃邦」 (「イ白父,事無し,帰りて乃の邦を寧んぜよ」)とあって,「乃の邦」とあり,賓礼
を以て遇した「侯氏」(諸侯)を邦君としてとらえた云い方となっている。3ち
これらの礼制が,西周時代の礼制の事実をどれだけ正確に伝えているかは問題であるが,先ほど
の小孟鼎銘の,廟告の礼が行なわれた「中廷」においては,先に述べたように,通常,君臣間の代
表的な儀礼と云われる,冊命儀礼が
行なわれていた。その儀式次第を記
す冊命形式金文には,嘗て見たよう
に°つ,西周中～後期の頌鼎銘 (両周
録四五オ～四六オ)を例にとると,
周の宗廟の「康召[宮」において,「王」
が「頌」に冊命して官職を任命し,
同時に賜物を与える。その儀式次第
は,一般の解釈では,「工」は堂上の
「大室」上に位に即き,「南面」して
いるが,「大宰孔」が「右者」として
導いて門を入って来た,「王」の冊命
を受ける「頌」は堂下の「中廷」に
「北面」しており,両者は堂上と堂
下の礼になっている。
そして,「大室」即ち堂上から「王」
の冊命書を,「王」の右にいる史官の
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(「王国く,頌よ,汝に命じて (云々 )」)とあって,「工」は冊命書のはじめに,冊命を受ける臣下
の「名」を云っている。一方,「王」自身は, この頌鼎銘では出ていないが,他の冊命形式金文では,
「余」,「朕」などを称して。9,自分の「名」を云わない。冊命が終ると,堂下の「中廷」にいる受
命者 。「頌Jは,「拝稽首」して命書を受けとる。この時,堂上の王が答拝したかは, どの冊命形式
金文にも記されていないが,おそらく「王」は答拝しなかったのではないかと思える。「頌」は,そ
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の後の「中廷」における答辞において,「頌敢対揚天子盃顕魯休,(云々)」 (頌,敢えて天子の盃顕
なる魯休に対揚して,(云々)」)と述べたと思え,自らの名の「頌」を「王」に対して称している。
又,「王Jに対しては,ここでは「天子Jを称しているが,他の冊命形式金文には「王」の呼称も見
えている°0。
このように,この冊命形式金文では,「王」は臣下の「名」を称し,臣下も自らの「名」を称して
いたが,一方,先の賓礼に当たる凱礼では,互いに堂上での見事の礼が行なわれ,王が相手の邦君
諸侯の名を云わずに「伯父」と呼んでおり,同姓大国なら「伯父」,異姓ならば「伯舅J,同姓小邦
なら「叔父」,異姓ならば「叔舅」と呼びかけると云われる。そして「王」自らは「予一人」を称し
ている。この自称は,西周金文の工の命書に,既に「王」の自称として見えている力部39,_方,諸
侯がこの時「工Jに対し自分の「名」を称したかどうかは分からない。なお,同じ堂上の礼として,
嘗て述べたようにG9,次の東周時代,斉の桓公が 葵｀丘の会″で「王Jより 文｀・武の昨″を受け
た儀式は,両者共に堂上で行なわれていたし (『左伝』信公九年の条),又,晋の文侯に対する侯伯
の冊命儀式 (『左伝ど信公二十八年の条)もやはり堂上で行なわれたと解されていた。この時,「工」
は相手をそれぞれ「伯舅」,「叔父」と称し,自分は「余一人」と自称しているが,又,斉桓,晋文
は,それぞれ「王」に対しては「天子」と称し,自らは「小白余」,「重耳」と自らの「名」を称し
てぃた(40。
このように,礼制上,「見 (事)」の礼や,賓礼と称されるものと,君臣間の儀礼の代表としての,
冊命形式金文に見える儀礼とを比べてみると,時代的推移も問題であるが,以上のような相違が見
られることは注意すべきであろう。
又,小孟鼎銘の「邦賓」の解釈として,先の断代が引用する『周書』願命を見てみると,父成王
の後を継いで,新しく王位に即いた康工の即位式の後,康王は直ちに廟門外に待つ「東,西諸侯」
との間に,はじめての朝見の儀が行なわれている。この時,「賓橋奉圭兼幣,日,一二臣衛,敢執壊
箕,皆再拝稽首,王義嗣徳答拝,大保暫萬伯,咸進相揖,皆再拝稽首,日,敢敬告天子,……今王
敬之哉,(云々)」 (「賓,圭の幣を兼せたるを稀げ奉げて,曰く,一二の臣衛,敢て壊隻を執る,と,
皆再拝稽首す,王義嗣は徳って答拝す,大保萱び萬伯は,咸進みて相揖し,皆再拝稽首して,曰く,
敢えて敬みて天子に告ぐ,……今,王之を敬まんかな,(云々)J)とある。この「賓禰」の「賓」に
ついて,偽孔伝に「賓,諸侯也」,子し疏に「実諸侯為王之賓J,「天子於諸侯有不純臣之義,故以諸侯
為賓」とあり,諸侯を「臣」にして,「賓」としている。これについて,曾運乾,屈万里等の諸氏は
同解だが,孫星行は「賓者,周礼大宗伯職云,以賓礼親邦国,謂朝凱宗遇曾同,天子以賓礼賓諸侯
也,大行人職云,掌大賓之礼,注云,大賓要服以内諸侯,武氏億云,賓古文通作濱,賓稀是憤者之
辞」として武氏の説を引き,同じく孔廣森も「賓読憤」として『儀礼』現礼を引いて,「然則工見諸
侯,皆憤者伝詳,故此亦濱者以其圭幣告王」と解するなどの説がある“
り。池田末利氏も「(諸侯のが
かいでえ
わの)償が (諸侯のしるしとしての大きな)圭と幣とを合わせたものをあげさげて」と読む。即ち,
この場合の「賓」は,「濱者」の意味にとっている“
り。ただ,この「憤」は,『周礼』におけるその
用例の大半は,諸侯の入見の仲介者となる場合が多い。先の大行人に「掌大賓之礼及大客之儀,以
親諸侯,……諸侯之礼,……朝位賓主之間七十歩,……憤者四人,……・凡諸侯之工事,……賓而見
之J(「大賓の礼及び大客の儀を掌り,以て諸侯に親しむ,……諸侯の礼は,……朝位は賓主の間七
十歩,……慣者四人,……凡そ諸侯の工事に,……賓して之を見る」)とあり,「賓」は鄭注に賓を
慣とする説を引く。
又,大宗伯の鄭注に「出接賓曰憤,入詔礼日相」とあって,「賓」を導く者を憤とし,司儀郵注に
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同じである。これらの解釈にしたがえば,賓礼を以て遇される邦国諸侯の入朝に対して,憤者が仲
介者となっているとすると, この願命の償 (憤)者がかいぞえをつとめる邦国諸侯は,賓礼をもっ
て遇すべきものとして,工側に意識されていたのかもしれない。
又,新王のはじめての朝見の礼であるが,邦国諸侯側が「臣」を称し,「再拝稽首」したのに対し,
「王」力S「答拝」しているのは,先の冊命形式金文の場合,「王」が答拝しなかったであろうと思わ
れるのと比較して注目されよう律3X44ち
口,「賓」に対する贈与の場合
西周金文の「賓」の用例で最も多く見えるのは,主として「王」を含めた長上よりの使者に対し,
その来訪を受けた側が,その使者を賓礼を以て礼遇し,慣物を贈る場合である。
周初の,両周が成王時代の作とする衰歯銘 (両周録五オ)に「王姜令作冊衰,安夷伯,夷伯賓衰
貝布,揚王姜休,用作文考癸賓疇器」(「王姜,作冊衰に命じて,夷伯を安んぜしむ,夷伯,買に貝
布を賓す,王姜の休に揚えて,用て文考癸の費,革器を作る」),涙尊銘に「君命余作冊衰,安夷伯,
夷伯賓用貝布,用作朕文考日癸肇費」(「君,余作冊衰に命じて,夷伯を安んぜしむ,賓するに貝・
布を用てす,用て朕が文考日癸の旅費を作る」)“0とある。両銘の相違は,作器,作銘主体の問題か
ら詳しく論議されている力部40,ここに「王姜 (君)」 が「作冊為 に命じて「夷伯」を「安」んぜし
め, それに対し,「夷伯」が「衰Jに「貝・布Jを「賓」したた,「賓」とある。この「夷伯」を「安」
んぜしめの「安」は,古籍に「寧Jとし,攀華に「労慰之誼」,積微居に「今言問安,寧興安同義」
と解し,断代は「王姜命作冊往其国而安之」として,「安,寧,使,省」はその義は相近しとする・ °。
又,「夷伯」が「賓衰只布」については,綴遺に「夷伯,諸侯也,「・…賓者周礼郷大夫以礼礼賓之,
司農注,賓,敬也」とし,古籍は,『儀礼』凱礼の郊労の礼等の「侯氏用束鳥・乗馬償使者」(「侯氏,
束吊・乗馬を用て使者に償す」)などを引いて,「賓」は「慣」とする。断代も,後述の保由銘を引
き,「前述保由,論工,后使者往子諸侯之国,其動詞為安,寧,使,省,此諸字義首相近,諸侯償王,
后使者以布,吊,馬,尊,貝,金」と解している。通釈に,慣は長上よりの使者に対して,償礼を
以て物を贈ることをいうとする・ 8ち
又,両周が昭王時代の作を云う,爵としては長銘をもつ孟爵銘 (両周録二四オ)に,「佳工初楽子
成周,王令孟寧部伯,賓貝,用作父費I葬纂」(「佳れ王,初めて成周に楽す,王,孟に命じて郵伯を
寧んぜしめ,貝を賓せらる,用て父の賓I葬纂を作る」)とある。即ち,「王」が 〔孟」に命じて「部
伯」を「寧Jんぜしめ,それに対して「貝」を「賓」したと「賓」とある,綴遺に「寧,安也」と
して衰薗銘の例を引く。両周は「王命孟省視部伯,郵伯贈之以貝」とし,餘論に「白償孟以貝也」,
又,積微居に「寧,安也,……亦間部伯安否耳」と解する“
9。 孟爵銘も衰歯 (衰尊)銘もほぼ同型
であり,「賓貝」は,両周,餘論等のように,「郵伯」が「孟」に「貝」を「賓」したのであろう。
衰画,孟爵銘共に,「夷伯」,「部伯」は,「王姜」,「王」の命を受けて来訪した「衰」,「孟」を賓礼
を以て遇し,おくりものをしたものと思える。
又,西周中期の作と云う貧 (公貿)鼎銘6のに「叔氏使貧安曼伯,曼伯賓貧馬轡乗,(云々)」 (「叔
氏,貧をして曼伯を安んぜしむ,曼伯,資に馬轡乗を賓す,(云々)」)とある。これも,同形式の銘
文で,「叔氏Jが「貧」をして「曼伯」を「安」んぜしめ,これに対し,「曼伯」が「賓」に「馬轡
乗」を「賓」している。韓華に,「安」は「慰労賓客」,文選に孟爵銘を挙げて「安,寧同Jl臨とし,
又,銘末に作器者として記す「公貿」は「貧」の字と文録,積微居等は解している。1ち Vゝずれにし
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ても,「曼伯」は「資」を「賓」として,慣贈したものであろう。
次に,両周が共王時代の作とする,多数の同銘の器がある史頌段銘 (両周録四〇オ～四四オ)に
「王在宗周,令史頌省蘇,糧友・里君・百姓帥鞘蓄子成周,休有成事,蘇賓章・馬四匹・吉金,用
作郊幕,頌其高年無彊,(云々)」 (「王,宗周に在り,史頌に命じて蘇を省せしむ,法友・里君・百
姓,帥鞘して成周に蓄す,休にして成事有り,蘇,章・馬四匹・吉金を賓す,用て蛹纂を作る,頌,
其れ高年無彊,(云々)」)とある。「賓」は従古に「賓,賓頌也,字通償」として『儀礼』凱礼を引
く02ち嘗て述べたように6°, この銘文は冒頭に「(工)令史頌省蘇」とあり,王命により「史頌」に
よる蘇国への「省」力ゞ行なわれている。文選に「省,謂視察也」とある力Y50,「省」は巡察安撫の義
であろう。その蘇国の地に何らかの秩序の乱れがあり,そこで,その国の有力者を成周に集めて安
撫したものと思える。通釈に,「蘇」は王使たる「史頌」に対して賓礼を行ない,「賓」は工使に対
して礼物を贈 り,王の合寵に応えるものと解して,衰由銘,孟爵銘等の例を挙げているいち又,楊
寛氏は,贄見礼の一種として挙げる,『儀礼』観礼,聘礼中の国君が来賓に対し,郊労の礼を行ない,
その使者に対して来賓が幣畠等を「償」する礼と同じとして,「安」(寧)等と「賓」の字の見える
これらの金文例を挙げている。6ち そして史頌段銘の「省」について,「≪周礼 。大行人》説, 王｀之
所以撫邦国諸侯者,歳編存,三歳編期,五歳編省″,鄭注, 撫｀猶安也,存,ノ硯,省者,王使臣於諸
侯之礼,所謂間問也″,≪史頌段>所謂 省｀″,亦営即 五｀歳編省〃之 省｀″,輿 安｀″, 寧｀〃意義略
同。」として,王国維の説の「古者賓客至,必有物以贈之,其贈之之事謂之賓,故其字旗貝,其義印
礼経之償字也,……後世以賓為賓客之字,而別造償字以代賓字」を挙げている。7ち
又,湖北省出上の,中氏の安州六器の一つ,両周が成王時代の作とする中融銘 (両周録八オ)に
「王令中先,省南国,……史兒至,以王令日,余令汝使小大邦,……中省自方,復造□邦,……伯
買父……言日,賓□貝,(云々)」 (王,中に命じて先ぜしめ,南国を省し,……史兒至り,王命を以
てして曰く,余,今汝に命じて小大邦に使せしむ,……中,省して方よりし,復りて□邦に造り,
……・伯賢父……言いて曰く,□貝を賓せんと,(云々)」)とある。宋代の墓本のみで,両周に「惜詭
変残鋏最甚,不能通読Jとあるように69,読み難いものであるが,「中」が王命によって「南国」を
「省」し,更に王命によって,「南国」の「小大邦」に使した時,「伯買父」についてはよく分から
ないが,相手側から賓礼をもって迎えられ,「只」等を「賓」せられたのであろう。白川静氏は,「賓」
は償物で物を贈ることを云うとして,衰由銘の例を引き, この慣物は「中」に対して与えられたも
のであろうとしている。9ち
又,両周が撚王時代の作とする,少くとも同銘二蓋が確認される十二年大段銘(両周録七四ウ～七
五オ)に「王呼呉師召大,易趣異里,王令善夫家日超嬢鍋,余既易大乃里,霙賓水章・吊東,巽令
家日天子,余弗敢餃,家以巽,履大易里,大賓本部章・馬両,賓巽部章・畠束,(云々)J(「王,呉
師を呼びて,大を召して趣霙の里を錫う,王,善夫水に命じて,達巽に曰わしめて曰く,余は凱に
大に乃の里を錫えり, と,巽,示に章・吊束を賓す,霙,家をして天子に日わしむ,余は敢えて鋏
まず, と,水と巽とは,大の錫える里を履む,大,家に害R章・馬両を賓し,巽に部章・吊束を賓す,
(云々 )」)とある。即ち,王命によって,「趣巽」の里が,「大」に賜与された。その命を「善夫家」
が 吼聾名 に伝えたのに対し,「巽」は「家」を賓礼をもって迎え,「章。鳥束」を贈った。又,「家」
と「巽」とが「大」に与えられた封彊を正した時,「大Jは「泰」に「部章・馬両Jを,「巽」に「部
章`品東」を贈った。手肇古等に「大」の両者に対する賓礼には重軽があると云ういの。いずれにして
も,王命による「巽」の里を「大」に与えるにしても,「大」は両者を, きちんとした賓礼を以て遇
したと思える。決して,単なる命令と服徒の関係ではなかった。この時の贈物は,はじめに「巽」
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より「水」に「章 。吊束」,次に「大」より「示」に「害R章・馬両」,「大」より「巽」に「熱章・畠
束」とある。通釈に,古くは見,貝布などを償物に用い,のちに章を用いると解している。1ち
又,近年河南に出土したと云う。め,郭沫若氏等が成工時代の作とする保薗銘に(60,「乙卯,王令保
及殷東国,五侯仕兄六品,覆暦子保,易賓,用作文父癸宗費疇募,(云々)」 (「乙卯,王,保に命じ
て殷の東国に及ばしむ,五侯径,六品を呪り,保に蔑暦され,賓を錫う,用て文父癸宗の費疇纂を
作る,(云々)」)とあり,同例の「易賓」とある。銘文の意味については,種々 の説に分かれる。断
代,赤塚忠,黄盛嘩,郭沫若の各氏はい。,「東国五侯」で断句として,断代は武王時の器とし,「東
国五侯」を武庚三監のこととして,「武庚及斉,魯,燕,管,秦」の五国にあて,この「保」に対す
る「王令」をその地の封侯のことと解する。又,「征」は「乃」,「兄」は「肌」,「六品」は臣隷を指
すとし,そして,「王」が「保」を「夜暦」したとする。「易賓」は「王錫賓」で,「賓」は名詞,そ
の意は動詞の「賓」と同じ。そして,先の買函銘,孟爵銘らの例を挙げ,「皆周王命其近臣使於 (命
於)侯伯,侯伯賓献諸臣。」として,『周礼』大宰,『儀礼』聘礼等を挙げて,天子の使者に値するそ
の賜物の類似を云う。そして,この器の「易賓」は,「工」が「保」に錫うに,「侯伯賓貢之物」を
以てすることを云うと解する。又,「易」(錫)と「賓」とは用法上に区別があり,「易」は上から下
へ賞賜するもの,「賓」は侯伯が天子の使者を奉敬するものとしている°9。 又,赤塚氏も武王時の器
とし,「王」が「保」及び殷の「東国五侯」に命じた時,その伝達者「征」が「保」から嘉賞されて
作器したと解する。「五侯」の意味は断代に同じである°°。
一方,黄氏は,成王時の器で,殷の東の諸叛国を征伐することとして,「王命令保,捕獲殷東国五
侯」と解する。「保」は召公束のことで,この器の作者であり,「五侯」は,周初に叛した薄姑,会,
奄,熊,盈とするいつ。又,郭氏は,同じく成王時の器として,「保」,「五侯」の解釈は黄氏に同じ。
「及」は逮捕の意,「征」は遂,「兄」は亡滅の義,「径兄六品」は「遂亡六国」として,六国とは殷,
徐,奄,熊,盈,薄姑とする。そして,「易賓」は,「賓」は贈義ありとして,衰由銘等を挙げ, こ
こは贈品の義とする。又,作器者は銘中にその名を云わずとして,「大保予某以賞賜」と解しているい働。
通釈は,「東国Jで断句として,「及」は卜文の省,及の用例から,「東国」を巡察する意と解する。
そして,「五侯仕Jの「五侯」は,五の地を領する侯,名は「征」,「兄Jは肌の意,即ち「保」の東
国巡撫の際,「五侯径」が早 く恭順の意を表わしてその徒隷六品を「保」に賜 り,かくて「保」より
「夜暦」を受け,その褒賞をえて,「五侯径」がこの器を作つたものと解している。そして,「易賓」
は,「賓」とは償使の者に対する賜賞をいうとし,先の景薗銘,孟爵銘,史頌段銘の例を挙げ,使者
に対しこれを労慰する意を以て賜興することをいい,そのことを賓というとする。又,その際の賜
物をも賓と稀するので,ここは賓を名詞の義にとり,器銘の「賜賓」とはその意に外ならないとす
る。そして,先の,『儀礼』現礼の「侯氏用束吊・乗馬償使者」を挙げて,ここでは「五侯」が「保」
に「覆暦」され,かつ賜賓のことも行なわれたのであるとして,「易賓」という語によって,「保J
と「五侯仕」とが臣従の関係でなく,賓礼を行なう関係のものであることが知られると解する°9ち
今,以上の諸解釈の「易賓」の部分について考えてみると,先の買白銘 (衰尊銘),孟爵銘,資鼎
銘,史頌段銘,中廟銘の各場合,皆,銘文のはじめにある,王或いは長上よりの使者が,相手先に
行って,その相手先がその使者を賓として礼遇して賜物があり,それに対して,相手先から見れば
この来賓となった者が,この器を作ったとするのが常であつた。しかし,断代は,「易賓」を「王」
が「保」に「賓貢之物」を与えたとし,赤塚氏の解では,王命と「徹」との関係がはっきりしない。
郭氏は,器銘に現われない作器者某に,大保が賞賜したとし,通釈は,「保」が王命を奉じて東国の
国情を視察するや,「五侯」がこれを迎えて「六品」を肌り,「妄暦」され,慣物を賜うたとしてい
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るようであるが,作器者はその慣物を賜うた「五侯」としている。これらの解釈は,およそ,先の
「賓」の用例をもつ銘文の形式内容とは相違することになり,定説はないが,そこに解釈上の問題
が残る。又,作銘主体の問題も考えてみる必要があろう。ただ,先の十二年大段銘の場合は,銘文
はじめの,「王Jが「大」に「葵」の里を賜与したことに対し,その後の銘文に「大」が「善夫菰」
や「霙」に賓贈したこと等が記されているが,銘文はじめの邑里の賜与を受けた「大」が,その賜
与に対し作器したことになっている。
又,この他,仲幾父段銘に「仲幾父使幾使子諸侯諸監,用灰賓,作丁費段」 (「仲幾父,幾をして
諸侯諸監に使せしむ,豚の賓を用て,丁の費段を作る」)とあり,又,少くとも二器の存在が確認さ
れる小臣守段銘に「王使小臣守使子夷,夷賓馬両・金十釣,守敢対揚天子休令,用作鋳弘中費段,
(云々 )」 (「王,小臣守をして夷に使せしむ,夷,馬両・金十鈎を賓す,守,敢えて天子の休命に対
揚し,用て弘中の賓段を作鍔す,(云々)J)とある律0ち 仲幾父般銘の積微居に「古礼,凡見使於人ぅ
主者必以物努使者以為敬,其事謂之賓。……因而見勢之物亦謂之賓,名動同辞」とあり,衰自銘,
孟爵銘や『儀礼』凱礼等を例として挙げているVユち仲幾父段銘は,貧鼎銘と同じく;王命ではない
が,「幾」が「諸侯諮監」に使した時,おそらく,その使した相手より賓物を得たこと,又,小臣守
段銘は,王命を受けた「小臣守」が「夷」に使した時,「守」はその使した相手の「夷」より「馬両・
金十釣」の賓贈を得たことを云う。仲幾父段銘の場合は,その賓物が何であったかは記されていな
い。又,器蓋同銘の商段銘に「王命斎采叔芹傑帰呉姫飴器,師責賓詩章―・馬両,呉姫賓吊束,商
対揚天子休,用作隣設,季姜」 (「王,粛と叔務佼 とに命じて,呉姫に飴器を帰らしむ,師黄,前に
章―・馬両を賓す,呉姫,吊束を賓す,荒,天子の休に対揚して,用て季姜の隣段を作る」)とある?D。
即ち,工命を受けた「甫」等は「呉姫」に使し,「斎」は,おそらく「呉姫」の夫,「師黄」から「章
―・馬両」を賓贈され,「呉姫」から「品束」を賓贈されて,「議Jがこの器を作ったと記されてい
る(73)。
おわ りに
西周青銅器銘文に見える「賓Jの用例は,(―)の西周初の「邦賓」は,「大廷」における告捷献
馘の礼,その一環としての廟における補耳日,そしておわりの大賞の礼に,「王」に侍する有力者とし
て出て来る。それは「邦賓」 (「王の邦賓」)とあるから,「王Jに対して「賓」としての侍遇を受け
る者であったらしいが,諸氏は『周礼』大宗伯等の賓礼や,賓礼に当たる『儀礼』凱礼などを引い
て,ほぼ一致して邦君諸侯の義に解している。諸侯であったかどうか問題は残るが,けБ賓」とある
から,邦君であったことは確かであろう。そして,(二)の使者となる,来「賓」に対する賓贈の場
合は,同じ賓礼として,相手を尊敬する態度が,礼物の贈与にあらわれている。これも,単なる臣
従の関係ではない。
以上からすると,けI賓」は,成周王朝を構成する「臣」としても,単なる命令と月艮徒ではない,
賓礼をもって遇される,相手を尊敬する,崇ぶ態度がその礼に,そこに示されているであろう。こ
れが諸氏が云うように,もし邦君諸侯であったとすると,その意味で「他邦」と同等の「周邦」の
君にして,正朝成立の対象領域,即ち 四｀方″ (「高邦」)の「王J(天子)である成周王朝の君主に
対し,その工朝の秩序体制下にある邦君或いは諸侯国との秩序関係は,軍事的威嚇や,一方的な君
臣関係等だけではなく,このような相手の立場を尊敬すること,その崇ぶ態度が (それは礼によっ
て示されるが),多種多様な世界を一つに統合する,そのための重要な意味をもっていたように思え
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る。それを可能にならしめた宗教的,精神的背景,又,両者間のその時その時の情勢や,時代的推
移も問題であるが,更に考えてみたい。
東アジア世界,中国古代の最初期において,多様性をもった世界を統合するのに,一般的に相手
を尊敬し崇ぶ態度が重視されているのは,その宗教的理由等は別として,今日の地域的民族紛争と
重ねて,考えさせられる問題である。
江
小孟鼎銘については,呉式芥「}喫古録J巻三,二十八オ～三十オ,孟鼎の条,一八五〇年頃成,同『i疼古録金文』
(後,捜古と略称)巻三之三,四十二ウ～四十六オ,孟鼎の条,一八五〇年頃成,方溶益『綴遺齋募器款識考繹』
(後,綴遺と略称)巻三,二十七ウ～二十二ウ,孟鼎の条,一八九四年成,孫語譲『古籍餘論』(後,餘論と略称)
巻下,十六ウ～二十オ,孟鼎 (第二器)の条,一九〇三年,河昌済『韓華閣集古録跛尾』(後,彗華と略称)乙篇
中,五人オ～五九オ,孟鼎の条,一九一六年,子省吾『雙剣諺吉金文選』(後,文選と略称)下―,七オ～八オ,
孟鼎銘二の条,一九二三年,呉間生『吉金文録』(後,文録と略称)附編,一オ～ニオ,孟鼎の条,一九二三年,
郭深若『両周金文辞大系国録,録』(後,両周録と略称)一九オ,小孟鼎,一九二五年,同『両周金文辞大系敦繹』
(後,両周と略称)二五オ～三八ウ,小孟鼎の条,一九二五年,劉畿智『小校経閣金文拓本』巻三,四三ウ～四
四ウ,孟乍□白鼎,一九二五年,楊樹達『積微居金文説』(後,積微居と略称)巻五,一三一買,残孟鼎跛の条,
一九五二年,陳夢家「西周銅器断代」(後,断代と略称)(四),考古学報一九五六年第二期,八五～九四頁,小孟
鼎の条,白川静『金文通釈』(後,通釈と略称)第十二輯,小孟鼎の条,一九六五年,など参照。
栗原朋信「第五章,漢の内臣・外臣と客臣」『秦漢史の研究』吉川弘文館,一九六〇年,など参照。
同氏「小孟鼎販」『観堂別集補遺』所収。
注(1)の両周,三六オ。
以下,注(りに同じ。諄華,五八オ。両周,三七オ。断代,八五～八六頁。通釈,六八七頁。
以下,注(1)に同じ。諄華,五八オ。断代,八五頁。通釈。六八七頁。
以下,注(1)に同じ。両周,三七オ～三七ウ。積微居,一三一頁。断代,八六頁。通釈,六八八～六八九頁。
以下,注(1)に同じ。断代,八六買。通釈,六八九～六九〇頁。
通釈第六輯,令段の条,二六三頁,一九六四年。
殷墟卜辞の「賓」について,自川静『説文新義J巻六下,一七六,一七五頁,五典書院,一九六九年,に「宗廟
に祖霊を迎える意」とあり,又,小孟鼎銘の「邦賓Jについて,廟祭に賓客として迎える他邦の君主とする。又,
赤塚忠氏も「賓」を「霊界の人がその祀られる宗廟に来至すること,またその神霊を表す会意文字」と解してい
る (同氏「殷王朝における上帝祭潜の復原」『中国古代の宗教と文化』角川書店,一九七七年,五人三買,原論文
は『二松学舎大学論文集・昭和四一年』一九六三年,所収)。 又,『周書』洛詰に, 文｀王・武王″を祭って,「王
賓,殺,廼,咸格,王入太室課」(「王賓し,殺し,褪きて,咸格らしむ,王,太室に入りて裸すJ)とあり, この
「賓」を池田末利氏は,殷墟卜辞の用例から「王は (文王・武王を祭りの)賓(客)として,…… (これによっ
て文王 ,武王の霊を)みな (祭場に)↓ゝたらじめた。」と解釈している (同氏『尚書』(全釈漢文大系11)集英
社,一九七六年,洛詰の条)。 卜辞の「賓」の用例については,別稿に論じたい。
10 以下,注(1)に同じ。断代,八六買。通釈,七〇〇～七〇一頁Ь
Cり 以下,注(1)に同じ。断代,八七頁。通釈,七〇四買。
10 注(1)の通釈,七〇三頁。
10 以下,注(1)に同じ。断代,九二買。通釈,七〇五頁。
10 注(1)の断代,九二買。
10 伊藤道治「附録,三,参有嗣考」『中国古代玉朝の形成』倉」文社,一九七五年,三二七～三二八頁,など参照。
1' 拙稿「周王朝と「成」の構造について―「成周」はなぜ「成J周と呼ばれたか――」東京大学東洋文化研究所紀
要第一〇九冊,一九八九年,一九五～一九六頁,参照。
鬱)
俯)
僻)
脩)
脩)
7)
偲)
⑭)
l10
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tO 以下,注(りに同じ。断代,九二買。通釈,七〇五買。両周,三六オ。積微居,一三―買。
19 以下,注(1)に同じ。綴遺,二十六ウ。断代,八五～八六頁。通釈,七一〇頁。
90 注(1)の断代,八八頁。九〇頁。
90 拙稿「成周王朝とその儀礼――「王」と臣下,又は神との間の意志の伝達方法について一―J史滴十一号,一九
八一年,参照。
9)宜侯矢殷銘については,唐蘭「宜侯央段考繹」考古学報一九五六年第二期,陳夢家「宜侯央骰和宮的意義」文物
一九五五年第五期,同氏断代 (―)考古学報一九五五年第九冊,宜侯央段の条,郭沫若「央段銘考繹」考古学報
一九五六年第一期,通釈第一〇輯,宜侯入設の条,一九六五年,など参照。
90 注(1)の通釈,六九九買。
90 皇帝制度成立以降の面位については,岡安勇「中国古代資料に現われた席次と皇帝西面について」史学雑誌第九
二編第九号,一九八二年,など参照。
12rDl 陳西周原考古隊「陳西扶風庄白一琥西周青銅器答蔵獲掘簡報」文物一九七八年第二期。
90 郭沫若「鑑器銘考秤」考古学報一九五七年第二期。
90 岐山縣文化館,陳西省文管会「陳西省岐山縣董家村西周銅器審穴発掘簡報」文物一九七六年第五期。
90 呉大娠,羅英傑「陳西武功縣出土駒父奮茎」文物一九七六年第五期。
99 彗華,乙篇中,四ニオ。赤塚氏「西周の金文」『定本書道全集』河出書房,ほ侯旨鼎銘の釈文,五九買,一九五六
年。通釈第八輯,匡侯旨鼎の条,四―五買,一九六四年。
00 陳賢芳「父癸尊輿子尊」文物一九八六年第一期。
00 李氏,「澄西発現的乙卯尊及其意義」文物一九八六年第七期,六三頁。工慎行,王漢珍「乙卯尊銘文通繹評論」『古
文字研究』第十三輯,二一〇買,中華書局,一九八六年,所収。
Oか 赤塚氏「殷金文考繹」,注10前掲書,六四〇買 (原著は,同氏『稿本殷金文考繹』自刊油印本,一九五九年)。
00 F儀礼』については,池田末利評註『儀礼』H,凱礼の条,東海大学出版会,一九七四年,川原寿市『儀礼釈孜』
第六冊,現礼の条,朋友書店,一九七四年,など参照。
00 注90の拙稿,八～十三頁,参照。
9' 「余」,「朕」は泰骰銘 (両周録八七ウ)などに見える。
00 楊鴻動「西周岐邑建築遺址初歩考察」文物一九八一年第3期。
1371 呉幕銘 (両周録五八ウ)などに見える。
1381 毛公鼎銘 (両周録一三一オ～又一三一ォ)に工の自称として,王の命書中に「余一人」,「我一人」,「余小子Jな
どが見える。
00 注9りの拙稿,十三～十六頁。
10 西周後期金文の伯晨鼎銘 (両周録九十九ウ～一〇〇オ)に,王が「鞭侯白展」に対し,諸侯としての嗣封を冊命
したのに対し,「晨」は,「晨拝扉首,敢対評王休」とある。その場で,工に対し自分の「名」を称したのかもし
れない。西周金文,春秋時代の「名」の称し方については,別途,分類・整理してみたい。
10 曾氏『尚書正読』(下九六四年,中華書局本),屈氏『尚書今註今評』(一九六九年,商務印書館),孫氏『尚書今
古文注疏』(『皇清経解』本),それぞれ顧命の条。
電D 注10の池田氏前掲書,顧命の条。
10 この時,王が相手の諸侯を「庶邦の侯,旬,男・衛よ」と呼び,又,「予一ニイ白父」と呼びかけて「名Jを云わず,
又,自分を「予一人911」と,天子の自称の「予一人」と共に自分の名の「91J」を云っているのは注目される。こ
の「予一二伯父」と云ったことについて,正義に先の観礼の言葉を挙げて「諸侯多尖,独云伯父,挙同姓大国,
言之」とし,赤塚忠氏は,やはり靭礼を挙げて,ただしここは代表としての総称と解している (赤塚氏『書経・
易経 (抄)』 平凡社,一九七二年,三二三頁,注一二,康王之話の条)。 又,名の「剣Jを称したことについては,
正義に「礼天子自構予一人,不言名,此王自称名者,新即王位,謙也」と解し,泰沈は「康王在喪故構名,春秋
嗣王在喪亦書名」としている (『書経集伝』康王之話の条)(春秋公羊伝に「君存稲世子,君莞構子某」とある)。
いずれにしても,注目される記述である。これらの問題については,稿を改めて論じたい。
電0 又『周書』多士に「王国,今朕作大邑子姦洛,予惟四方岡依賓」とある。この「賓」を偽孔伝等に「馬云却」と
して,「無有遠近,無所賓外」と解しているが,屈氏は「賓」を「朝貢也」,「服也,賓服」とし (注10の屈氏前掲
書,多士の条),池田氏も「今わたしが大邑をこの洛 (邑)に作ったのは,四方 (の国々がまだ)服従しないから
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である」と解し (注10の池田氏前掲書,多士の条),「高邦」の月反従が賓礼を以てするの解釈となっている。
uO 衰尊銘については,捜古,巻二之三,五十ウ,景尊の条,梅原末治『冠守模古金国』上,三四,一九四七年,な
ど参照。
80 松丸道雄「西周青銅器製作の背景――周金文研究。序章―一」同氏編『西周青銅器とその国家』東京大学出版会,
一九八〇年,所収,など参照。
8り 孫論譲『古籍拾遺』(後,古籟と略称)下,ニオ,景由の条,一八七二年。騨華,庚上,五オ,衰自の条◎積微居,
巻七,一八五頁,衰画跛の条。断代 (二),考古学報第十冊一九五五年,一―八頁,作冊買画の条。
10 綴遺,巻十二,九オ,買由の条。古籟,下,ニウ,衰由の条。断代(二),考古学報第十冊一九五五年,一―八頁,
作冊景自の条。通釈第五輯,作冊景白の条,二四四頁,一九六三年。
10 綴遺,巻二十二,二十九オ,孟爵の条。西周,四九ウ,孟爵の条。餘論,二,二十五ウ,孟爵の条。積微居,巻
二,五五頁,孟爵再跛の条。
60 呉鎮7/4編『金文人名睡編』中華書局,一九八七年,三二二頁。
60難華,乙,三七オ,轟鼎の条。文選,下,十一ウ～十二オ,資鼎銘の条。文録,一,三十一オ,公貿鼎の条。積
微居,巻四,一〇七～一〇八頁,公貿鼎蕨の条。
1521 徐同伯『従古堂款識学』二,一六オ,史頌段の条,一八五四年。
1531 注10の拙稿,二〇九～二一一頁。
60 文選,上三,十一,史頌段の条。
60 通釈第二四報,史頌段の条,一人三～―八三頁,一九六八年。
60 楊氏「 贄｀見潜″新探」『古史新探』中華書局,一九六五年,三四六～三四七買。
1571 tt1561に同じ,三四七頁。
1581 両周,一九ウ,中廟め条。
1591 白川氏「安州六器通繹J『甲骨金文学論叢』十集,一九六二年,四四買。
10 援古,巻三之二,三十六ウ,大敦蓋の条。
GD 通釈第二九輯,大設二の条,五七五買,一九七〇年。
6り 断代 (―),一五七頁,保自の条。
6)郭氏「保歯銘繹文J考古学報一九五八年第一期,一頁。
60 断代,郭氏は注162X60に同じ。赤塚氏は注90に同じ,一六九～―七〇頁,保歯銘の条。黄氏「保聞銘的時代輿史実」
考古学報一九五七年第二期。
10 注Gかの断代,一五七～一五八買。
60 注60の赤塚氏に同じ,一六九～一七〇頁。
60 注60の黄氏に同じ,五一～五九頁。
60 注60の郭氏に同じ,一～二頁。
G9 通釈第四輯,保画の条,一七五～一九一頁,一九六三年。
90 仲幾父般銘については,I寮古,二之二,六十二ウ,中幾敦の条,端方『陶齋吉金録』巻二,五オ,ウ,中幾父敦
の条,一九〇八年,小臣守B費銘については,糖古,三之一,二十六オ,ウ,郭安『周金文存』巻三,四十四オ,
ウ,守敦一九一五～一九二一年,など参照。
9, 積微居,巻四,一〇三頁,中幾骰跛の条。
9か 前骰銘については,羅振玉『貞松堂集古遺文』六,ニオ～三オ,前設の条,一九三一年,劉鵡智『善齋吉金録』
潜器録,巻七,八四オ～八五オ,一九二四年,
商粟叔縦 敦の条,など参照。
90 なお,列国金文になると,姑潟旬鋸 (両周録一五八オ,ウ)の「楽賓客」などのように,「賓客」の語が出てくる。
(1992年8月31日受理)

